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皆
様　

ご
き
げ
ん
よ
う
。学
長
の
田
中
博
司
で
す
。

　

４
年
に
一
度
の
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
、連
日
連
夜
、日
本
中
が
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
す
。

日
本
の
選
手
た
ち
も
よ
く
健
闘
し
ま
し
た
。ご
苦
労
様
で
し
た
。

　

彼
ら
か
ら
二
つ
の
こ
と
を
教
わ
り
ま
し
た
。

一
つ
目
は
、結
果
を
恐
れ
ず
全
力
を
尽
す
事
、

二
つ
目
は
、仲
間
の
事
を
考
え
て
協
力
す
る
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
大
切
さ
で
す
。

　　

暑
い
夜
が
続
き
ま
す
が
、マ
イ
ペ
ー
ス
で
快
適
に
努
め
て
下
さ
い
。

大
阪
物
療
大
学
　
学
長

田
中
　
博
司
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平
成
30
年
度
大
阪
物
療
大
学
入

学
式
を
４
月
２
日（
月
）ホ
テ
ル
・

ア
ゴ
ー
ラ
リ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
堺
に

て
挙
行
し
、
新
入
生
84
名
が
本
学

の
学
生
と
し
て
の
新
た
な
ス
タ
ー

ト
を
切
り
ま
し
た
。
新
し
い
門
出

を
迎
え
、
夢
や
希
望
を
胸
に
抱
い

た
新
入
生
の
姿
は
大
変
印
象
深
い

も
の
で
し
た
。

式
に
お
い
て
は
新
入
生
代
表
に

よ
る
宣
誓
の
あ
と
、
学
長
よ
り
、

本
学
の
建
学
の
精
神
に
込
め
ら
れ

た
思
い
と
、
大
学
生
活
を
共
に
過

ご
す
学
友
た
ち
と
切
磋
琢
磨
す
る

こ
と
、
ま
た
、
感
謝
の
気
持
ち
を

忘
れ
ず
人
の
心
と
温
か
さ
が
わ
か

る
医
療
人
に
な
っ
て

ほ
し
い
と
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

新
入
生
は

「
医
療
人
」と
し
て
の
輝
く
未
来
に

向
け
て
歩
み
出
し
た
こ
と
を
実
感

さ
れ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

何
事
に
も
積
極
的
に
取
り
組
み
、

有
意
義
な
大
学
生
活
を
過
ご
し
て

く
だ
さ
い
。

ま
た
、入
学
式
後
の
大
阪
物
療

大
学
学
生
表
彰
式
に
お
い
て
は
、

優
秀
な
成
績
等
を
修
め
た
７
名
の

在
学
生
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
保
護
者
懇
談
会
に
お
い
て

は
、教
員
と
の
交
流
を
通
じ
、一
人

ひ
と
り
に
親
身
に
な
っ
て
向
き
合

い
、き
め
細
や
か
な
サ
ポ
ー
ト
を
し

て
い
く
本
学
な
ら
で
は
の
雰
囲
気

を
保
護
者
の
皆
様
に
感
じ
て
い
た

だ
け
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

入学式
Entrance ceremony

Q.高校生の皆さんへメッセージ
小島さん：大阪物療大学は、皆が同じ目標に向かっ

て成長できるところが魅力です!

古井くん：受験対策は数学の問題集を何度も解い

ていました。余裕があれば、物理・化学・

生物を勉強しておくと役に立ちます。

Q.入学後に感じたことは？
小島さん：単科大学のため、友人ができるか不安で

したが、すぐに友人もでき、毎日充実し

ています。

古井くん：思っていた以上に、基礎科目について丁

寧に教えてもらうことができ、とても助

かっています。

Q.大学生活はどうですか？
小島さん：勉強はもちろん、学校が行っているボラ

ンティア等にも積極的に参加し、視野を

広げていきたいです。

古井くん：楽しいです！今は、部活動にも積極的に

参加しています。

古井 晃司くん
（和歌山県立
橋本高校出身）

小島 法子さん
（常翔啓光学園
高校出身）

濱口 真大くん
（大阪府立
東住吉高校出身）

増井 佑也くん
（奈良県立
高田高校出身）

木下 英一くん
（兵庫県立
明石北高校出身）

大津 実穗さん
（大阪府立
夕陽丘高校出身）

渡辺 瑞萌さん
（金沢学院東
高校出身）

山内 裕登くん
（大阪市立
高校出身）

木寺 敏仁くん
（大阪高校出身）

新入生代表
に

聞きました。

大阪物療大学
学生表彰者7名
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平
成
30
年
4
月
4
日（
水
）か
ら
5
日（
木
）に
か
け
て
の
2

日
間
、大
阪
府
羽
衣
青
少
年
セ
ン
タ
ー
に
て
、「
基
礎
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
」新
入
生
一
泊
研
修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

一
泊
研
修
は
、入
学
後
の
早
い
時
期
に
同
級
生
や
先
輩
、教

職
員
と
交
流
し
、互
い
の
理
解
を
深
め
、大
学
生
活
の
円
滑
な

ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

一
日
目
に
行
っ
た「
自
己
紹
介
ル
ー
レ
ッ
ト
」で
は
、グ
ル
ー

プ
で
輪
に
な
り
、
自
己
紹
介
を
し
な
が
ら
同
級
生
と
お
互
い
の

共
通
点
を
探
し
ま
し
た
。

そ
の
後
の
先
輩
と
の
懇
談
会
で
は
、大
学
生
活
を
楽
し
く
過

ご
す
方
法
や
勉
強
の
仕
方
に
つ
い
て
話
が
あ
り
、こ
れ
か
ら
始

ま
る
大
学
生
活
の
イ
メ
ー
ジ
を
掴
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

夕
食
後
は
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
を
行
い
、先
輩
た
ち
が
考

え
た
ゲ
ー
ム
に
熱
中
し
、楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

二
日
目
の
朝
は
、
浜
寺
公
園
で
穏
や
か
な
海
を
見
な
が
ら

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。と
も
に
一
晩
を
過
ご
し
、お
互

い
の
人
と
な
り
を
知
っ
た
か
ら
か
、た
く
さ
ん
の
談
笑
の
声
が

溢
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
先
輩
た
ち
か
ら
ク
ラ
ブ
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
な
ど
の
紹
介
が
あ
り
、
熱
心
な
勧
誘
が
行
わ
れ
て
い
ま

し
た
。

昼
食
時
に
は
、班
対
抗
の「
カ
レ
ー
作
り
コ
ン
テ
ス
ト
」が
行

わ
れ
、同
じ
材
料
で
い
か
に
美
味
し
く
作
る
こ
と
が
で
き
る
か
、

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
問
わ
れ
ま
し
た
。各
班
と
も
テ
キ
パ
キ
と
作

業
を
進
め
、ア
イ
デ
ィ
ア
い
っ
ぱ
い
の
カ
レ
ー
が
で
き
あ
が
っ

て
い
ま
し
た
。

後
日
提
出
さ
れ
た
新
入
生
の
レ
ポ
ー
ト
に
は
、一
泊
研
修
を

通
じ
て
同
級
生
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
深
ま
っ
た
こ
と

や
、大
学
生
活
の
充
実
し
た
過
ご
し
方
を
先
輩
か
ら
学
び
、と

て
も
充
実
し
た
研
修
で
あ
っ
た
こ
と
が
綴
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

一泊研修
One night training
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平
成
30
年
５
月
20
日（
日
）本
学

の
４
号
館
ア
リ
ー
ナ
に
て
、堺
市
の

後
援
の
も
と
第
15
回
市
民
公
開
講

座
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

今
回
は
、「
眼
科
医
が
ア
ド
バ
イ

ス
！
目
と
の
上
手
な
つ
き
合
い
方
」

を
テ
ー
マ
に
講
演
が
行
わ
れ
、一
般

の
来
場
者
と
し
て
１
０
５
名
の
方
々

に
ご
参
加
を
頂
き
ま
し
た
。

学
長
の
挨
拶
に
続
き
、「
老
化
に

伴
う
眼
の
病
気
」と
題
し
、関
西
医

科
大
学
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
の
尾

辻 

剛
先
生
よ
り
、白
内
障
や
緑
内

障
、ド
ラ
イ
ア
イ
等
に
つ
い
て
、実
際

の
症
例
を
交
え
て
お
話
し
頂
き
ま
し

た
。
ま
た
、
講
演
に
引
き
続
き
、
本

学
教
員
の
田
中
よ
り
、眼
球
の
筋
肉

を
ほ
ぐ
し
、眼
球
が
ス
ム
ー
ズ
に
動

く
よ
う
、本
学
の
学
生
や
来
場
者
も

交
え
て
、「
目
の
体
操
」に
つ
い
て
の

実
演
が
あ
り
ま
し
た
。公
開
講
座
終

了
後
に
は
、た
く
さ
ん
の
来
場
者
の

方
々
よ
り
、「
非
常
に
役
立
っ
た
」「
目

の
体
操
、や
っ
て
み
ま
す
」な
ど
の
お

声
を
多
く
頂
き
ま
し
た
。

今
後
も
、
地
域
の
皆
さ
ま
が
関

心
を
持
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
テ
ー

マ
を
選
び
、充
実
し
た
内
容
の
公
開

講
座
を
開
催
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

◀大阪物療大学
　田中  瑛  助教

関西医科大学総合医療センター　
尾辻  剛  准教授▶

プ
ロ
グ
ラ
ム

① 

眼
科
医
が
ア
ド
バ
イ
ス
!

　
　
　
目
と
の
上
手
な
つ
き
合
い
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
関
西
医
科
大
学
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
尾
辻 

剛
　
准
教
授（
眼
科
専
門
医
）

② 
目
の
体
操  

大
阪
物
療
大
学
　
田
中 

瑛
　
助
教（
健
康
科
学
）

市民公開講座
第15回

オープン
キャンパス

自分が高校生の時、学生ス
タッフの方にお世話になった
ので、今度は自分がスタッフ
として参加できて良かった！

伝えたいことを、
自分の言葉で伝えることの
大切さを感じた！

「こんな先輩と一緒に勉強し
たい！」と希望を持っても
らえるような人になりたい。

皆が助け合って
成り立つ行事の
大切さを感じた。

伝えるだけでなく、
理解してもらう難し
さを知った。

X線 TV装置の
操作や原理を
より理解できた。

「笑顔」の大切さを
学べた！

中嶋 紗希さん
（1年次生）
大阪府立香里丘高校出身

福村 志寿さん
（2年次生）
兵庫県立神戸高塚高校出身

潮田 眞和くん
（1年次生）
奈良県立青翔高校出身

大西 和輝くん
（2年次生）
大阪府立金岡高校出身

稲葉 彩華さん
（2年次生）
奈良県立桜井高校出身

木寺 敏仁くん
（2年次生）
大阪高校出身

池ヶ谷  太一くん
（3年次生）
奈良智辯学園高校出身

小林 憩由くん
（3年次生）
愛知県立豊橋南高校出身

参加者の方に、技師の
ことを理解し興味を
持ってもらえる事が嬉
しかった。
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平
成
30
年
6
月
5
日（
火
）、
大
阪
府
立

臨
海
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、大
阪
物

療
大
学
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル（
以
下
、ス

ポ
フ
ェ
ス
）が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。学
年
を
超

え
た
縦
割
り
で
チ
ー
ム
が
編
成
さ
れ
、バ
レ
ー

ボ
ー
ル
、フ
ッ
ト
サ
ル
、王
様
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
、

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、借
り
人
競
争
、綱
引
き

の
6
種
目
の
競
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。白
熱
し

た
試
合
展
開
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
を
見
せ
、

D
チ
ー
ム
の
優
勝
で
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、フ
ッ
ト
サ
ル
、バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
で
は
、本
学
の
部
活
動
に
参
加
し
て

い
る
メ
ン
バ
ー
の
ス
ピ
ー
ド
と
パ
ワ
ー
、躍
動

感
あ
ふ
れ
る
素
晴
ら
し
い
プ
レ
ー
に
感
動
し
ま

し
た
。

ま
た
、あ
ま
り
ス
ポ
ー
ツ
経
験
の
な
い
学
生

も
い
る
混
成
チ
ー
ム
に
も
か
か
わ
ら
ず
、そ
れ

ぞ
れ
の
個
々
の
技
量
に
応
じ
て
、試
合
が
う
ま

く
運
ぶ
よ
う
、チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
発
揮
し
て
い

た
様
子
は
大
変
素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

王
様
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
、借
り
人
競
争
、綱
引

き
で
は
、教
職
員
、各
学
年
か
ら
選
出
さ
れ
た

チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
が
和
気
あ
い
あ
い
と
笑
顔
で

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

ス
ポ
フ
ェ
ス
は
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
、普
段

あ
ま
り
関
わ
り
の
な
い
同
級
生
や
先
輩
た
ち

と
も
絆
が
深
ま
る
良
い
機
会
だ
と
改
め
て
感

じ
ま
し
た
。

ま
た
、新
し
く
発
足
し
た
自
治
会
の
学
生
た

ち
は
、一
生
懸
命
に
仲
間
と
連
絡
を
取
り
な
が

ら
、ス
ポ
フ
ェ
ス
の
進
行
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

日
常
の
授
業
で
は
得
が
た
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
、チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
精
神
を
学
ん
で
く
れ
た

こ
と
と
思
い
ま
す
。

ス
ポ
フ
ェ
ス
は
、授
業
で
は
な
か
な
か
見
る

こ
と
の
で
き
な
い
彼
ら
の
意
外
な
一
面
を
発
見

で
き
る
良
い
イ
ベ
ン
ト
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

果
た
し
て
来
年
は
ど
の
よ
う
な
ス
ポ
フ
ェ
ス
に

な
る
の
か
、学
生
た
ち
の
挑
戦
と
成
長
ぶ
り
に

期
待
し
て
い
ま
す
。

スポーツフェスティバル
Sports Festival
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山
口
ゼ
ミ
で
は
、卒
業
後
の

臨
床
で
少
し
で
も
役
立
つ
こ

と
、そ
し
て
、国
家
試
験
問
題

を
研
究
し
、理
解
す
る
こ
と
を

目
標
に「
X
線
C
T
，M
R
I

に
お
け
る
非
侵
襲
的
生
体
イ

メ
ー
ジ
ン
グ
法
お
よ
び
解
析
法

の
開
発
と
画
像
評
価
」を
メ
イ

ン
テ
ー
マ
に
掲
げ
、卒
業
研
究

を
行
っ
て
い
ま
す
。

医
療
現
場
で
は
X
線
を
用

い
た
検
査
や
治
療
が
多
く
行

わ
れ
て
い
ま
す
。X
線
照
射
に

携
わ
る
診
療
放
射
線
技
師
に

は
、患
者
さ
ん
や
医
療
ス
タ
ッ

フ
の
放
射
線
被
ば
く
量
を
管

理
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

今
井
ゼ
ミ
で
は
、X
線
検

査
に
よ
る
放
射
線
量
を
詳
細

に
測
定
し
、医
療
ス
タ
ッ
フ
が

安
全
に
検
査
を
行
え
る
よ
う

な
防
護
策
に
つ
い
て
研
究
し
て

い
ま
す
。

「卒業研究」研究室紹介
数ある研究室の中から、今回は2つの研究室をピックアップ!

山口研究室

今井研究室
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このサークルは、第
1種放射線取扱主任

者試験合格を目指す
学生たちが、日頃の

勉

強で出てくる疑問点
などを共有し、励まし

あ

いつつ切磋琢磨する
ことによって、一人で

も

多くの合格者を輩出
することを目的として

設

立されました。

毎週金曜日５限に講
師の先生を招待して

、

定例の勉強会を行な
っているだけでなく、

休

暇中には２号館会議
室を利用して勉強会

を

行うなどの活動を行っ
ています。

大阪物療大学保健医療学部 2019（平成31）年度入試概要

④募集人員

⑤入試日程

⑥選抜方法（推薦入試・一般入試）

⑦選抜方法（社会人入試）

入試区分 推薦入試 一般入試 社会人入試

募集人員 40名 38名 若干名

入試区分 募集
人員

出願期間
（16：00郵送必着） 試験日 合格発表 入金期限 手続期限 試験

会場

推薦
入試

前期 30 11/1（木）～11/8（木） 11/11（日）11/14（水）11/26（月）11/27（火）

本
学
4
号
館

後期 10 11/19（月）～12/20（木）12/23（日）12/26（水）1/11（金） 1/15（火）

一般
入試

前期 30 1/7（月）～1/24（木） 1/27（日） 1/30（水） 3/6（水） 3/7（木）

中期 10 2/4（月）～2/14（木） 2/17（日） 2/20（水） 3/13（水） 3/14（木）

後期 若干名 2/25（月）～3/14（木） 3/16（土） 3/16（土） 3/22（金） 3/25（月）

社会人入試 若干名 2/25（月）～3/14（木） 3/16（土） 3/16（土） 3/22（金） 3/25（月）

入試区分
基礎学力検査

面接試験 評価方法
科目 配点 試験時間

推薦入試
（前期） 数学Ⅰ

100点 60分

全員に面接試
験（グループ
面接10～15
分程度）を実
施します。

基礎学力検
査、面接試験
及び出願書類
を総合的に判
断して合否を
決定します。

推薦入試
（後期）

数学Ⅰ
英語
生物基礎

（いずれか1科目を選択）

一般入試
（前期） 数学Ⅰ・Ⅱ 200点 90分

一般入試
（中期）

数学Ⅰ
英語
生物基礎

（いずれか1科目を選択） 100点 60分

一般入試
（後期） 小論文

入試区分
基礎学力検査

面接試験
科目 配点 試験時間

社会人入試 小論文 100点 60分

全員に面接試
験（個人面接
10～15分程
度）を実施し
ます。

①募集学部/学科　保健医療学部/診療放射線技術学科
②定員　　　　　　80名（男、女）
③修業年限　　　　4年
　　　　　　　　　　　　※診療放射線技師国家試験の受験資格が得られます。

第1種放射線取扱主任者試験
勉強会


